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平成 28年度　町長施政方針

平成 28 年３月町議会定例会における町長の施政
方針を要約してお知らせします。

周防大島町長　椎木　巧

　

私
は
、
本
年
11
月
に
２
期
目
の
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、
周
防
大
島
町
の
２
代
目
の
町
長
と
し
て
、
合
併

当
初
か
ら
の
一
番
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た「
財
政
の
健
全
化
」

を
第
一
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
財
政
指
数
は
大
き
く
改
善
さ
れ
る
と
共
に
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
基
金
残
高
も
大
幅
に
増
高
し
、
懸
案

の
町
債
残
高
も
順
調
に
減
少
し
、
当
面
の
財
政
運
営
に
は
健

全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
以
降
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
そ

れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源
で
、
特
に
各
総
合
支
所
に
は

大
き
な
財
源
を
配
分
し
、
地
域
の
要
望
に
応
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。
更
に
は
、
生
活
関
連
施
設
の
整
備
や
子
育
て
支
援
を

充
実
す
る
と
共
に
、
農
業
、
漁
業
と
町
の
固
有
の
財
産
で
あ

る
豊
か
な
自
然
や
文
化
と
の
連
携
を
密
に
し
た
観
光
交
流
人

口
１
０
０
万
人
を
目
指
し
、「
交
流
か
ら
定
住
へ
」
を
合
言

葉
に
、『
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
、

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
11
月
に
は
、
任
期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
と
成
果
を
振
り
返
り
、
現
下
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
と
地
域
創
生
と
い
う
大
き
な

課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
特
に
子
育
て
支
援
や
教
育
環

境
の
充
実
を
図
り
、
定
住
対
策
に
更
に
積
極
的
な
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
28
年
度
も
、
引
き
続
き
「
定
住
対
策
」、「
防

災
安
全
対
策
」、「
健
康
づ
く
り
」
を
３
本
の
柱
に
掲
げ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
１
は
「
定
住
対
策
」

　

昨
年
実
施
さ
れ
ま
し
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
に
よ
り
ま
す

と
、
本
町
の
人
口
は
１
万
７
２
０
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
調
査
よ
り
１
８
８
１
人
、
９
・
９
％
の
減
と
い
っ
た
状

況
で
す
。

　

一
方
で
、
昨
年
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
用
い
ま
し
た

社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
将
来
人
口
予
測
の
平
成

27
年
人
口
は
、
１
万
６
８
３
５
人
で
あ
り
、
こ
の
予
測
よ
り

は
３
６
８
人
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
定
住
対
策
の
た
め
に
や
れ
る
こ
と
は
全
て

や
る
覚
悟
で
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
資
源
を
投
入
し
て
き
た
結
果

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
体
に
お
い
て
も
総
合
戦
略
に
基
づ
く
地
方
創
生
へ

の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲

げ
る
「
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶

え
る
」、「
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、
連
携
し
た
地
域
の
創
造
」

と
い
う
４
本
の
基
本
目
標
達
成
に
向
け
て
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
旧
和
田
小
学
校
へ
の
企
業
進
出
協
定
が
交
わ
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
「
ひ
と
」
や
「
し
ご
と
」
の
流

れ
を
「
定
住
」
へ
と
繋
げ
る
、「
交
流
」
か
ら
「
定
住
」
へ

の
取
組
に
引
き
続
き
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
２
は
「
防
災
安
全
対
策
」

　

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確

保
す
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
何
よ
り
も
大

切
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
防
災
・
減
災
に
関
す
る
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
き
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
他
市
町
と
と
も
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
防
災
対
策
推
進
地
域
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
台
風
の
巨
大
化
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
甚

大
な
被
害
が
国
内
外
で
頻
繁
に
発
生
す
る
と
い
う
状
況
の

定 住・ 防 災・ 健 康 づ く り


